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3月25日 久守　勘司 47 医療
栄養ケアステーション事業を中心に栄養士会でも活動していました。微力ながら栄養士会の助けになればと考えて

います。

3月31日 伊山　実希 27 医療
若い管理栄養士としてさらに知識・経験を積むことで自身の成長と、今後の若い管理栄養士の活躍のきっかけにな

れるよう努めます。

4月3日 宮内　梨沙 39 公衆衛生
福井県栄養士会のさらなる発展と円滑な運営のために、微力ではありますが、精一杯努めさせていただきたいと存

じます。

4月3日 村田　佳織 53 学校健康教育

福井県の未来を担う児童生徒、また福井県民の健康な食生活と健やかな身体づくりに貢献できるよう、さらに福井

県栄養士会の発展と円滑な運営に貢献できるよう、微力ではありますが、精一杯務めさせていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

4月4日 橋本　亜優美 35 福祉（児童） 栄養士、管理栄養士のますますの発展を願って活動していけたらと思います。

4月6日 阿部　喜代子 66 医療

栄養士会の活動が、県民の健康の保持増進や介護予防などに役立ち信頼されること、求められる栄養ケアが各領域

において適切に実践できるためには、栄養の専門職としての研鑽を積めるよう、情報発信や研修会などに微力なが

ら力を注ぎます。福井県栄養士会の目指すもの４本柱　1.会員が主体的に関わる栄養士会づくり　理事だけでな

く、会員一人ひとりが主体的に関わり、活動に参加できる会を目指します。　2.分野を超えたネットワークづくり

医療・福祉・教育・地域・行政など、さまざまな分野で活動する会員がつながり、学び合える関係づくりを進めま

す。　3.次世代を担う人材の育成　若手会員の参加を促しながら、将来の担い手となる人材の育成に取り組ます。

4.会員参加型の企画・研修の推進→「福井県栄養士会会員参加型企画研修チーム」の立ち上げ　会員の声や現場の

ニーズを大切にし、参加型の企画や研修を通じて、実践に役立つ学びの場をつくります。

4月6日 石川　早紀 33 公衆衛生
経験は浅いものの、これまで行政の現場で培ってきた視点を活かし、微力ながらも誠実に務めてまいりたいと考え

ております。

4月6日 大久保　祐子 55 医療 微力ではありますが、福井県栄養士会の発展に貢献できるよう尽力して参りたいと思います。

4月6日 小寺　由美 62 医療
管理栄養士・栄養士が向き合う課題の解決に繋がるよう、会員の皆様の声や現場のニーズを大切にし、実践に役立

つ学びの場をつくりたいと思います。

4月6日 阪下　光代 60 地域活動

地域での活動を通じて、妊婦・乳幼児から高齢者の看取りに至るまで、さまざまなライフテージにおける栄養の大

切さを実感してまいりました。これまでの２年間の経験を生かし、今後も一人ひとりに寄り添いながら、それぞれ

の段階に応じた支援を進めてまいりたいと考えております。

4月6日 長岡　純子 34 研究教育

私は新型コロナウイルス感染症流行初期に仁愛大学に着任しました。対面での交流が困難な中、福井県栄養士会の

オンライン研修会に参加し、管理栄養士として学び続けるうえで大きな支えをいただきました。対面開催が再開さ

れてからは、知識の向上だけでなく職域を超えたつながりの大切さも実感し、本会の存在の有難さをより一層強く

感じております。研究教育職域の一員として、科学的根拠に基づく知見を実践現場へ還元するとともに、多職種・

多分野との連携を深め、地域に根ざした健康づくりに貢献できる管理栄養士・栄養士の育成に少しでもお役に立て

ればと考え、このたび理事に立候補いたしました。

4月7日 川中　尚子 52 医療
県栄養士会の活動を通じ地域貢献を行っていきたいと思っております。微力ながらお手伝いさせていただければと

思います。

4月7日 原嶋　典子 59 福祉(老人) 栄養士会のさらなる発展のため、微力ながら尽力してまいる所存です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

4月7日 久保　沙織 41 学校健康教育
福井県栄養士会の発展と県民の皆様の健康増進に貢献できるよう、精一杯努めてまいりたいと存じます。よろしく

お願いいたします。

4月7日 松島　和代 58 医療 会員の増加に取り組み、専門職能団体として地域貢献できるよう体制の強化を図ります。

4月7日 山田　友香 54 医療
福井県栄養士会の運営に携わることで少しでも管理栄養士、栄養士の地位の向上や活躍できる場が広がり、県民の

皆様に貢献できればと存じます。

4月8日 林　千賀 55 医療

35年間病院の管理栄養士として栄養管理業務を行ってきました。その中で、日本栄養士会特定分野認定制度の静脈

経腸栄養（TNT-D）管理栄養士や日本糖尿病療養指導士など、その時に必要な資格を取得し、現在は病院内で、栄

養サポートチームと救命救急センターの専任管理栄養士として、患者様やご家族と関わる仕事をしています。今ま

での経験をいかして、広く、住民の方々や、福井県栄養士会の会員の皆様へ、役立つ情報や、新しい情報をお届け

出来るよう、精一杯務めさせていただきたいと思います。

4月9日 伊藤　まみ 55 医療
県民、丹南地域の皆様の利益および会員全体の利益のために、管理栄養士として関与し、福井県栄養士会の発展に

力をそそぎます。

4月9日 早瀬　美香 52 医療
県民の健康保持・増進に寄与できるよう努めてまいります。微力ながら会の円滑な運営と発展のために尽力してま

いります。

4月10日 野路　直美 55 地域活動 地域栄養改善の為、貢献していきたい。

令和8年度・9年度　公益社団法人福井県栄養士会理事立候補者一覧


